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運
動
は
、
筋
肉
や
骨
を
丈
夫
に
す
る
だ
け

で
な
く
、
心
肺
機
能
を
高
め
た
り
、
脳
細
胞

の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

毎
日
、
適
度
な
運
動
を
し
よ
う

・
有
酸
素
運
動（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
）

・ 

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（
ス
ク
ワ
ッ
ト
・
つ

ま
先
立
ち
な
ど
）

・ 

ス
ト
レ
ッ
チ

・ 

ラ
ジ
オ
体
操
な
ど

　

加
齢
と
と
も
に「
食
」が
細
く
な
り
、「
低
栄

養
」状
態
に
な
る
と
、
体
力
の
衰
え
、
筋
力
や

骨
密
度
の
減
少
、
免
疫
力
の
低
下
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

低
栄
養
を
予
防
す
る
食
生
活

・ 
１
日
３
食
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
。

・ 

筋
肉
の
材
料
と
な
る
タ
ン
パ
ク
質（
肉
・

魚
・
卵
・
大
豆
・
乳
製
品
な
ど
）を
意
識
し

て
と
る
。

　

口
や
歯
の
機
能
が
衰
え
る
と
、
栄
養
を
取

り
に
く
く
な
っ
た
り
、
誤ご
え
ん
せ
い

嚥
性
肺
炎
を
お
こ

し
や
す
く
な
る
な
ど
、
全
身
の
健
康
に
悪
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

・ 

毎
食
後
の
歯
磨
き
、
う
が
い
、
入
れ
歯
の

お
手
入
れ
な
ど
で
、
口
の
中
を
清
潔
に
保
つ
。

・ 

舌
や
頬
、
口
周
り
の
運
動
な
ど
で
、
口
の

機
能
を
保
つ
。

　　

一
日
中
家
で
過
ご
す
こ
と
が
多
く
な
る
と
、

食
欲
が
低
下
し
、
身
体
機
能
の
低
下
に
つ
な

が
り
、
認
知
症
を
発
症
す
る
リ
ス
ク
も
高
ま

り
ま
す
。

閉
じ
こ
も
り
を
予
防
し
よ
う

・ 

買
物
や
散
歩
な
ど
、
積
極
的
に
外
出
す

る
。

・ 

趣
味
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
。

・ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
の
活
動
な
ど

に
参
加
す
る
。

高齢者がいつまでも自分らしく生きるために
特集

「
元
気
な
今
か
ら
」は
じ
め
ま
し
ょ
う

毎
日
の
生
活
で
心
が
け
た
い
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
運
動

②
栄
養

④
社
会
参
加

③
口
や
歯
の
健
康

介護予防とは、高齢者が要支援・要介護状態になることを出来る限り予防し、
健康で生き生きと自立した生活を続けていくことです。

～介護予防・認知症と共存するための取り組み～

介護予防ってあんだかい？



32019年 9月号　

　ひとり暮らしの人、外出機会が少なくなって
きた人、地域のサロンに参加しませんか？
　お達者サロンは、市内25か所の地域の集会所
などで、ボランティアさんが主体となって定期
的に開催しており、市内在住の人なら誰でも参
加可能です。
　内容は、茶話会・講話・体操・趣味活動など、
サロンによって特色ある活動となっています。
（参加費はお茶代程度ですが、開催場所によっ
て異なる場合もあります。）
　 　南房総市社会福祉協議会　☎４４－３５７７

　専用のカプセルに｢緊急連絡先｣｢かかりつけ医｣
｢持病｣｢内服薬｣などの情報を入れ、冷蔵庫に保管
し、万一の救急時に備えるものです。
　すでにカプセルがある人は、定期的に情報の内
容を確認し、変更・訂正をお願いします。
対　象／次のいずれかに該当する人
① 65歳以上のひとり暮らし、高齢者のみの世帯
または日中高齢者のみの世帯
② 身体障害者手帳または精神障害者保健福祉手
帳所持者のみの世帯

　高齢者の集う場所に出向き、理学療法士によ
る｢介護予防体操教室｣や、保健師、管理栄養士
などによる｢健康相談(血圧測定)・健康講話｣を
行っています。内容は、転倒予防・食生活・健
康管理などについてです。 　ひとり暮らしの高齢者などの緊急時に備える

ため、緊急通報装置を貸し出します。
　機器は固定型と携帯電話型の２種類があり、
使い方によって選ぶことができます。
対　象／通報ボタンを押せて電話での受け答え
ができる人で、次のいずれかに該当する人
①65歳以上でひとり暮らしの人
②要介護４または５と認定された人
③ ひとり暮らしで身体障害手帳１級または２級
の人

お達者サロン救急医療情報カプセル配布事業

介護予防事業

緊急通報装置を貸し出します

　ひとり暮らしの高齢者などが自立した生活を
送ることができるように、配食サービスと安否
確認を合わせて実施しています。
対　象／食生活の支援が必要と認められる人
で、次のいずれかに該当する人
① 65歳以上のひとり暮らしまたは高齢者のみの
世帯
② 身体障害者手帳（１級・２級）または精神障害
者福祉手帳（１級）所持者のみの世帯

高齢者等「食」の自立支援事業

高齢者の安心を支える
南房総市の支援
各種サービスの利用、料金やシステムなどの
詳細は、お問い合わせください

　 　健康支援課　☎３６－１１５２

携帯型
救急通報装置

固定型救急通報装置

ペンダント型送信機
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同
居
し
て
い
る
家
族
の
物
忘
れ
が
ひ
ど
く

な
っ
て
く
る
と
、
認
知
症
を
心
配
す
る
人
が

多
く
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
認

知
症
以
外
に
も
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
る
原
因

は
あ
る
の
で
、
す
ぐ
に
決
め
つ
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
認
知
症
の
初
期
症
状
や
、
疑

い
が
あ
る
場
合
の
対
処
法
な
ど
、
ま
ず
は
認

知
症
を「
知
る
」こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
は
こ
ん
な
症
状

□ 
つ
い
さ
っ
き
の
こ
と
や
、
知
っ
て
い
る
は
ず

の
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う（
記
憶
障
害
）

□ 

日
時
、
場
所
、
人
間
関
係
な
ど
が
分
か
ら

な
く
な
る（
見
当
識
障
害
）

□ 

服
を
着
る
順
番
が
分
か
ら
な
く
な
り
、
自

分
で
着
ら
れ
な
く
な
る（
失
行
）

□
う
ま
く
話
せ
な
く
な
る（
失
語
）

□ 

料
理
の
手
順
が
分
か
ら
な
く
な
り
、
作
れ

な
く
な
る（
実
行
機
能
障
害
）　

□ 

複
雑
な
話
が
理
解
で
き
ず
、
わ
ず
か
な
変

化
に
も
対
応
で
き
な
く
な
る（
判
断
能
力

障
害
）

　

こ
れ
ら
は
、
認
知
症
者
に
共
通
し
て
現
れ

る
症
状
で
す
。

　

人
に
よ
っ
て
は
、
周
辺
症
状（
本
人
の
性
格

や
生
活
環
境
、
人
間
関
係
か
ら
現
れ
た
り
、

現
れ
な
か
っ
た
り
個
人
差
の
あ
る
症
状
）も
み

ら
れ
ま
す
。

行
動
症
状
：
暴
言
、
暴
力
、
不
潔
行
為
、
活

動
量
の
低
下

心
理
症
状
：
不
安
、
憔
し
ょ
う
す
い悴、
興
奮
、
う
つ
状

態
、
妄
想

認
知
症
と
物
忘
れ
の
違
い

　

認
知
症
が
発
症
す
る
大
き
な
原
因
は
加
齢

に
よ
る
も
の
で
す
。「
数
分
前
の
こ
と
が
思
い

出
せ
な
い
」「
日
付
や
曜
日
が
分
か
ら
な
い
」

「
も
の
の
使
い
方
が
分
か
ら
な
い
」な
ど
、
こ

れ
ら
は
認
知
症
の
症
状
で
す
。　

　

一
般
的
な
物
忘
れ
は「
自
分
が
何
か
を
忘
れ

て
い
る
」と
い
う
自
覚
が
あ
り
ま
す
が
、
認
知

症
は
そ
の
自
覚
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
、
自
分
が
認
知
症
で
あ
る
こ
と
に
も
気
づ

き
に
く
い
の
で
す
。

・
朝
食
べ
た
も
の
を
忘
れ
る
↓
物
忘
れ

・
朝
食
べ
た
こ
と
を
忘
れ
る
↓
認
知
症

も
し
か
し
て
認
知
症
？

発
症
し
た
ら
治
ら
な
い
？

早
期
治
療
・
早
期
発
見
が
大
切

認知症に寄り添う
誰もが住み慣れた地域で暮らし続けるために
出来ることから始めてみませんか？
　健康支援課　☎３６－１１５２

　

認
知
症
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
、

残
念
な
が
ら
根
本
的
な
治
療
法
は
ま
だ
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
症
状
が
軽
い
段
階
の
う

ち
に
認
知
症
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
適
切

な
治
療
が
受
け
ら
れ
れ
ば
、
薬
で
認
知
症
の

進
行
を
遅
ら
せ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
症

状
を
改
善
し
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う

　

日
常
生
活
に
変
化
が
な
い
か
を
家
族
や
周

囲
の
人
が
気
づ
く
こ
と
が
第
一
歩
で
す
。

　

し
か
し
、「
き
っ
と
年
の
せ
い
だ
ろ
う
」「
ま
さ

か
認
知
症
で
は
な
い
だ
ろ
う
」と
思
い
、
た
め

ら
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
認
知
症
も
早
く

に
見
つ
け
て
早
く
に
対
応
す
る
こ
と
が
、
本

人
や
家
族
に
と
っ
て
も
、
そ
れ
以
降
の
生
活

が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。「
何
か
い
つ
も
と
違

う
」と
感
じ
た
時
は
、
か
か
り
つ
け
医
な
ど
に

相
談
し
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
南
房
総
市
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
も
活
動
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談

下
さ
い
。

脳の細胞が死ぬ(認知症の主な原因)

記憶障害、見当識障害、失行、失語、
実行機能障害、判断能力障害

性格・素質 環境・人間関係

暴言、暴力、不潔行為、活動量の低下、
不安、憔悴、興奮、うつ状態、妄想

丸山地区おたがい茶
さ ま

間カフェ
認知症など困難を持つ人らを含む、地
域に住む全ての人が気軽に立ち寄り話
し合える交流の場
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
（
認
知
症
を
正
し
く
理

解
し
、
地
域
で
見
守
る
応
援
者
）に
な
り
ま

せ
ん
か
？

　

認
知
症
の
原
因
や
症
状
、
接
し
方
な
ど
、
認

知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
学
び
、
地
域

で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
、
で
き

る
範
囲
で
手
助
け
す
る「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
期
待
さ
れ
る
こ
と

① 

認
知
症
に
対
し
て
正
し
く
理
解
し
、
偏
見

を
も
た
な
い
。

② 
認
知
症
の
人
や
家
族
に
対
し
て
温
か
い
目

で
見
守
る
。

③ 

近
隣
の
認
知
症
の
人
や
家
族
に
対
し
て
、

自
分
な
り
に
で
き
る
簡
単
な
こ
と
か
ら
実

践
す
る
。

④ 

地
域
で
で
き
る
こ
と
を
探
し
、
相
互
扶

助
・
協
力
・
連
携
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ

く
る
。

⑤ 

ま
ち
づ
く
り
を
担
う
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
す
る
。

愛
犬
と
お
散
歩
し
な
が
ら
子
ど
も
達
や
気

に
な
る
高
齢
者
の
見
守
り
活
動

　

日
頃
の
愛
犬
と
の
散
歩
の
際
に
わ
ん
わ
ん

パ
ト
ロ
ー
ル
グ
ッ
ズ
（
わ
ん
パ
ト
標
）
を
装

着
し
な
が
ら
、
気
軽
に
子
ど
も
た
ち
や
気
に

な
る
高
齢
者
な
ど
の
地
域
の
見
守
り
活
動
を

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
ご
協
力
い
た

だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
住
所
の
あ
る
人
で
、
狂
犬
病
予
防

接
種
を
し
た
愛
犬
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
散
歩

し
て
い
る
人
な
ら
ど
な
た
で
も
な
れ
ま
す
。

登
録
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
健

康
支
援
課
、
市
民
課
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
各
地
域
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
下
さ

い
。

　

現
在
は
、「
認
知
症
な
ん
て
関
係
な
い
」と

思
っ
て
い
て
も
、
家
族
や
地
域
の
人
々
、
あ

る
い
は
自
分
自
身
が
認
知
症
を
患
う
日
が
来

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

認
知
症
と
気
づ
か
ず
、
分
か
っ
た
時
に
症

状
が
進
行
し
て
い
た
な
ど
、
大
変
な
こ
と
に

な
ら
な
い
た
め
に
、
認
知
症
の
こ
と
を
理
解

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
完
治
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
通
り
に
日
常
生
活
を
つ
づ
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
他
人
事
だ
と
思
わ
ず
、
自
分

事
と
捉
え
て
、
認
知
症
と
い
う
病
を
知
る
こ

と
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

一
番
苦
し
い
の
は
本
人

　
「
認
知
症
の
本
人
は
自
覚
が
な
い
」と
い
う

考
え
も
大
き
な
間
違
い
で
あ
り
、
最
初
に
症

状
に
気
づ
き
、
誰
よ
り
一
番
不
安
に
な
っ
て

苦
し
む
の
は
本
人
な
の
で
す
。

　

認
知
症
の
人
は
理
解
力
が
落
ち
て
い
る
も

の
の
、
感
情
面
は
と
て
も
繊
細
で
す
。
温
か

く
見
守
り
、
適
切
な
援
助
を
受
け
れ
ば
、
自

分
で
や
れ
る
こ
と
も
増
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。

認
知
症
と
い
う
病
気
を
理
解
し
て
、
さ
り
げ

な
く
自
然
で
優
し
い
サ
ポ
ー
ト
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

大
切
な
こ
と
は
理
解
す
る
こ
と

サ
ポ
ー
ト
制
度
の
ご
紹
介

わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員

に
な
り
ま
せ
ん
か
？

予防は？生活習慣を意識しましょう

負担のない範囲で活動できます

「認知症サポーター」
養成講座の様子

成
年
後
見
制
度
利
用
な
ど
の
相
談

　

認
知
症
や
障
害
な
ど
に
よ
り
、
意
思
決
定

が
困
難
な
人
が
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
成
年
後
見
制
度
利
用
な
ど
の
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

　
「
成
年
後
見
人
が
必
要
と
言
わ
れ
た
。
成

年
後
見
制
度
っ
て
ど
う
し
た
ら
利
用
で
き
る

の
？
」「
身
寄
り
の
な
い
ひ
と
り
暮
ら
し
財
産

の
管
理
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
。」な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

安
房
地
域
権
利
擁
護
推
進
セ
ン
タ
ー　

　
　
（
鴨
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）　

　
　

☎
04
―
７
０
９
３
―
５
０
０
０

　認知症の大部分を占めるアルツハイマー型や脳
血管性認知症は、生活習慣病（高血圧、糖尿病、
高脂血症など）との関連があるとされています。
　例えば、野菜・果物・魚介類の豊富な食事を心
掛けたり、定期的な運動習慣を身に付けたりと、
普段からの生活管理が認知症の予防につながるこ
とが分かってきました。ちょっとした工夫で無理
なく続けることにより、効果が期待できます。
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障
害
児
福
祉
手
当　

　

精
神
や
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
日

常
生
活
で
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳

未
満
の
在
宅
障
害
児
に
支
給
し
ま
す
。

対
象

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。
そ
れ
ぞ

れ
の
障
害
で
認
定
基
準
が
あ
り
、
原
則
と
し

て
医
師
の
診
断
書
で
判
断
し
ま
す
。　
　

①
重
度
の
障
害（
注
）が
１
つ
以
上
あ
る
人

②
次
の
障
害
が
２
つ
以
上
あ
る
人

※ 

身
体
障
害
者
手
帳
の
個
別
等
級
が
２
級

（
視
覚
・
聴
覚
・
上
肢
・
下
肢
・
体
幹
）、

療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
Ａ
の
１

③ 

前
記
に
該
当
し
な
い
人
で
、
医
師
の
診
断

書
に
よ
り
同
等
と
認
め
ら
れ
る
人

※ 

施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
や
、
障
害
を
支

給
事
由
と
す
る
公
的
給
付
を
受
け
て
い
る

人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

支
給
額（
月
額
）　　
　
　

１
万
４
７
９
０
円

特
別
児
童
扶
養
手
当　

　

精
神
や
身
体
に
重
度
ま
た
は
中
度
の
障
害

が
あ
り
、
日
常
生
活
で
介
護
を
必
要
と
す
る

障
害
手
当
の
ご
案
内

20
歳
未
満
の
児
童
を
育
て
て
い
る
父
母
ま
た

は
、
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
に
支
給
し
ま
す
。

対
象　

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。
そ
れ
ぞ

れ
の
障
害
で
認
定
基
準
が
あ
り
、
原
則
と
し

て
医
師
の
診
断
書
で
判
断
し
ま
す
。

① 
身
体
障
害
者
手
帳
の
個
別
等
級
が
１
級
か

ら
３
級
ま
た
は
下
肢
障
害
４
級
の
一
部
の

人（
内
部
障
害
を
除
く
）

② 

療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
Ⓐ
・
Ａ
の
１
・

Ａ
の
２
・
Ｂ
の
１
の
人

③ 

前
記
に
該
当
し
な
い
人（
内
部
障
害
、
精

神
障
害
、
手
帳
未
所
持
な
ど
）で
、
医
師

の
診
断
書
に
よ
り
同
等
と
認
め
ら
れ
る
人

※ 

施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
は
該
当
し
ま
せ

ん
。

支
給
額（
月
額
）

　

１
級（
重
度
障
害
）　　

５
万
２
２
０
０
円

　

２
級（
中
度
障
害
）　　

３
万
４
７
７
０
円

特
別
障
害
者
手
当

　

精
神
や
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
日

常
生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

20
歳
以
上
の
在
宅
障
害
者
に
支
給
し
ま
す
。

対
象

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。
そ
れ
ぞ

れ
の
障
害
で
認
定
基
準
が
あ
り
、
原
則
と
し

て
医
師
の
診
断
書
で
判
断
し
ま
す
。

①
重
度
の
障
害（
注
）が
２
つ
以
上
あ
る
人

※ 

内
部
障
害（
心
臓
・
呼
吸
器
・
腎
臓
・
肝

臓
・
血
液
）の
重
複
は
１
つ
の
障
害
と
し
て

扱
わ
れ
ま
す
。

② 

重
度
の
障
害
が
１
つ
あ
り
、
他
の
障
害

（
身
体
障
害
者
手
帳
の
個
別
等
級
が
２

級
、
療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
Ａ
の
１
）

が
２
つ
以
上
あ
る
人

③ 

重
度
の
障
害
が
１
つ
あ
り
、
そ
の
た
め
日

常
生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
が
必
要
な
人

④ 

障
害
者
手
帳
の
な
い
人
で
、
医
師
の
診
断

書
に
よ
り
同
等
と
認
め
ら
れ
る
人

※ 

施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
や
、
病
院
お
よ

び
診
療
所
な
ど
に
３
か
月
を
超
え
て
入
院

し
て
い
る
人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

支
給
額（
月
額
）　　
　
　

２
万
７
２
０
０
円

重
度
障
害
者
等
福
祉
手
当　

　

在
宅
重
度
知
的
障
害
者
、
ね
た
き
り
身
体

障
害
者
ま
た
は
そ
れ
ら
の
人
を
介
護
す
る
人

に
支
給
し
ま
す
。

対
象

①
在
宅
重
度
知
的
障
害
者

　

療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
Ⓐ
、
Ⓐ
の
１
、

Ⓐ
の
２
、
Ａ
の
１
、
Ａ
の
２
と
判
定
さ
れ
た

20
歳
以
上
の
在
宅
者
ま
た
は
そ
の
人
を
介
護

す
る
家
族

※ 

障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
で
重
度
と
判
定
さ

れ
た
人
に
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

②
ね
た
き
り
身
体
障
害
者

　

自
宅
で
お
お
む
ね
６
か
月
以
上
ね
た
き
り

で
、
入
浴
、
食
事
、
排
便
な
ど
の
日
常
生
活

に
人
手
を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上
65
歳
未

満
の
人
ま
た
は
、
そ
の
人
を
介
護
す
る
家
族

支
給
額（
月
額
）　　
　
　
　

  

８
６
５
０
円

　

本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者
な
ど
の
所
得
が

一
定
額
を
超
え
る
場
合
は
、
手
当
が
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

障
害
児
福
祉
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
、
特
別
障
害
者
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

は
８
月
に
、
重
度
障
害
者
等
福
祉
手
当
を
受

給
し
て
い
る
人
は
４
月
に
所
得
状
況
届
の
提

出
が
必
要
で
す
。

（
注
） 重
度
の
障
害
…
身
体
障
害
者
手
帳
の
個

別
等
級
が
１
級（
視
覚
・
聴
覚
障
害
は

２
級
ま
で
）、
療
育
手
帳
の
障
害
程
度

が
Ⓐ
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

等
級
が
１
級

　

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係　

☎
36
ー
１
１
５
１

障
害
児
対
象（
20
歳
未
満
）

障
害
者
対
象（
20
歳
以
上
）

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
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　特定健診は普段の生活習慣を見直すチャンスです。健診結果を確認し、生活習慣を見直したり、必要に応
じて診察を受けるなど、健康づくりに活用しましょう。
　また、毎年受診することで経年的に結果を比較することができるため、見た目ではわからない体の変化を確
認することができます。健診結果から生活習慣の見直しをしませんか？

【食事】
　食生活が乱れると、体の不調につながったり、
病気の引き金になることがあります。できること
から見直しましょう。
　・１日３食しっかり食べる。
　・主食・主菜・副菜をそろえる。
　・うす味を心がけ食塩の摂りすぎに注意する。
　・ゆっくり、よく噛んで食べる。

【運動】
　生活が便利になった反面、運動不足が現代人の
課題となっています。運動は生活習慣病予防だけ
でなく、リフレッシュ効果もあるため、積極的に体
を動かしましょう。
　・「今より１０分多く」を目標に体を動かす。
　・家事などでまめに体を動かす。
　・近くに出かけるときは、なるべく歩く。

【休養】
　休養は、食事・運動と同じくらい健康を維持する
ためには大切です。
　しっかり休んで疲れをためないようにしましょう。
　・毎朝、同じ時間に起きる。
　・昼寝は１５分～２０分程度にする。
　・ 寝る直前にパソコンやスマートフォンを見るの
は控える。

　特定保健指導とは、特定健診でメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群：メタボ）または、その危険があ
り、生活習慣病を発症するリスクが高いと判断された人に実施される、生活習慣改善のための支援です。
対象者のレベルに応じて生活スタイルに合わせた支援を行い、生活改善に向けて目標を設定し、行動が継続で
きるように、一人ひとりに合わせた健康づくりをサポートします。
　対象になる人には、特定健診の結果に特定保健指導の案内を同封しますのでご利用ください。

◆特定保健指導を利用しましょう◆

◆生活習慣見直しのポイント◆

活用しましょう！特定健診結果

食物繊維の多い
食品も取り入れ
ましょう。

【健康の三要素】

食事

運動

休養
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災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

災
害
時
の
情
報
収
集
に
役
立
つ
サ
ー
ビ
ス
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

近
年
、
全
国
的
に
土
砂
災
害
や
河
川
氾
濫

な
ど
の
大
規
模
な
自
然
災
害
が
頻
繁
に
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
避
難
場

所
の
確
認
や
食
料
の
備
蓄
な
ど
日
頃
か
ら
の

備
え
は
も
ち
ろ
ん
、
気
象
や
災
害
に
関
す
る

情
報
の
収
集
が
大
切
で
す
。

　

そ
こ
で
、
市
な
ど
か
ら
発
信
さ
れ
る
災
害

時
の
情
報
収
集
に
役
立
つ
登
録
無
料
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し

ま
す（
通
信
に
か
か
る
費
用
は
登
録
者
の
負
担

と
な
り
ま
す
）。

　

市
で
は
気
象
警
報
や
災
害
時
の
避
難
所
開

設
な
ど
防
災
に
関
す
る
情
報
、
電
話de

詐
欺

な
ど
防
犯
に
関
す
る
情
報
を「
南
房
総
市
安

全
安
心
メ
ー
ル
」で

配
信
し
て
い
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
携
帯
電
話
か
ら
、

次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
取
っ
て
登
録
を

し
て
く
だ
さ
い
。

「aam
-reg@

anzenlife.jp

」へ
空
メ
ー
ル
を
送

信
す
る
こ
と
で
登
録
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

南
房
総
市
は
、
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
と
協
定

を
結
び「Y

ahoo

！
防
災
速
報
」で
南
房
総
市

の
避
難
情
報
や
災
害
に
関
す
る
情
報
を
、

プ
ッ
シ
ュ
通
知
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話
か
ら
、
次

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
登
録
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
は
、
次
の
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://em
g.yahoo.co.jp/

◎Y
ahoo

！
防
災
速
報

◎
南
房
総
市
安
全
安
心
メ
ー
ル

◎
東
京
電
力「
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｃ
Ｏ
速
報
」

防
災
士
資
格
取
得
に
対
し
補
助

金
を
交
付
し
ま
す

Yahoo！防災速報
ＱＲコード

▶
安
全
安
心
メ
ー
ル

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

　

東
京
電
力
の
ア
プ
リ「
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｃ
Ｏ
速
報
」

を
登
録
す
る
と
、
登
録
地
点
の
停
電
や
復
旧

見
込
み
の
情
報
な
ど
を
プ
ッ
シ
ュ
通
知
で
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

登
録
方
法
は
次
の
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.tepco.co.jp/info/sp_app-j.

htm
l

　

市
で
は
、
地
域
防
災
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
す
る
防
災
士
資
格
の
取
得
を
支
援

す
る
た
め
、
資
格
取
得
者
に
対
し
次
の
と
お

り
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
対
象
者

　

自
主
防
災
組
織
と
共
に
防
災
計
画
作
成
、

防
災
啓
発
活
動
、
地
域
の
避
難
所
開
設
な
ど

防
災
活
動
を
行
う
人

  

防
災
士
で
あ
る
こ
と
を
地
域
へ
公
表
す
る
こ

と
に
同
意
で
き
る
人

補
助
金
の
対
象
と
な
る
経
費

・ 

救
命
講
習
お
よ
び
防
災
士
養
成
講
座
な
ど

の
受
講
料（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
。）

・
防
災
士
資
格
取
得
試
験
受
験
料

・
防
災
士
資
格
認
証
登
録
料

補
助
金
額

　

補
助
金
の
対
象
と
な
る
経
費
の
全
額

※ 

消
防
団
員（
分
団
長
以
上
の
職
歴
を
持
つ

人
）な
ど
、
防
災
に
関
し
て
一
定
の
知
識
や

実
践
力
を
身
に
付
け
て
い
る
場
合
は
、
特

例
で
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

補
助
制
度
や
交
付
手
続
き
の
詳
し
い
内
容

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

防
災
士
の
詳
細
は
、
日
本
防
災
士
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

 

消
防
防
災
課　

☎
33
―
１
０
５
２
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災害への備え

日ごろのご近所づきあいも大切

台風・豪雨の備え

　防災の基本は「自助」です。まずは自分の身は自分で守ることが一番重要です。
　また、災害に備えて避難行動要支援者ご本人や家族でできることを準備しておくことが必要です。

災害は日頃の備えが大切です

○家具類の固定・転倒防止　　　〇飲料水備蓄
○非常時の持ち出し品の準備　　〇備蓄品の定期的な確認

　台風・豪雨は、地震と違って事前に予想可能です。情報を収集し、早めの避難が重要です。
〇防災情報の収集　〇地域の危険個所や避難経路の確認
　天気予報などにより大きな風水害が安房地域に近づくことがわかっているときは、その勢力が弱い
うちに、家族・親類・隣近所の人と早めの予防的避難を心がけましょう。

　災害時、安否確認や避難支援などをできるだけ早くに受けるためには、
日頃の地域のつながりが力を発揮します。もしものとき、助け合うために
は、普段から隣近所でのコミュニケーションを保つことが大切です。
　このため、地域の人からの声掛け、避難訓練などの呼びかけに応じる
ことが必要です。

※上記以外にも「日ごろ使用している医薬品、福祉用具などの備蓄」なども必要だと考えられます。

※避難が危険な場合は、建物の２階など、できるだけ安全な場所に避難しましょう。

1日1人あたり最低限必
要な飲料水量は1リット
ル。調理などに使う場合
は３リットル（農林水産
省ＨＰより）

熱源は食品を温めたり、
簡単な調理に必要です。
ボンベも忘れずに。

【備蓄品例】

【福祉用具などの備蓄品例】

カセット
コンロ

ラジオ
飲料水

簡易トイレ

懐中電灯

缶詰

シルバーカー つえ
おむつ ストーマ
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今月の表紙

　８月１日（木）、２日（金）に加茂神社の祭礼「八
はっさく

朔
祭り」で、県指定無形民俗文化財である「加茂の三

さん

番
ばそう

叟」と「加茂の花踊り」が上演されました。
　加茂の三番叟と花踊りは、子どもが演じること
が特徴の一つです。三番叟が現在のように少年た
ちが演じるようになったのは、天正５年（1577）
で、花踊りが少女たちによって奉納されるように
なったのは江戸時代初期からと伝えられています。 うだるような暑さのなか、みんな頑張りました

市
内
中
学
生
が
漁
業
体
験

　

８
月
16
日（
金
）、
富
浦
漁
港
か
ら
大
型
サ

ン
マ
船「
第
一
安
房
丸
」が
漁
場
で
あ
る
北
海

道
沖
に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

　

出
航
前
に
は
、
荷
さ
ば
き
場
で
壮
行
会
が

行
わ
れ
、
岩
井
富
浦
漁
協
の
鈴
木
直
一
組
合

長
や
石
井
裕
市
長
が
、
乗
組
員
た
ち
を
激

励
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
サ
ン
マ
漁
は
、
８
月
10
日
に
小
型

船
が
一
足
早
く
解
禁
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ

以
降
記
録
的
な
不
漁
と
な
っ
て
い
ま
す
。
関

係
者
は｢

み
な
さ
ん
に
秋
の
味
覚
を
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い｣

と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

８
月
５
日（
月
）、
館
山
総
合
高
校
お
よ
び

安
房
・
君
津
地
区
水
産
教
育
振
興
連
絡
協

議
会
の
協
力
を
得
て
、
市
内
中
学
生
が
対

象
の
水
産
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
に
は
、
19
人
が
参
加
し
、
午
前
中

は
、
館
山
総
合
高
校
の
実
習
船
に
乗
り
ト

ロ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
漁
業
体
験
を
行
い
ま
し

た
。
昼
食
に
は
、
秋
刀
魚
の
蒲
焼
を
作
っ
て

食
べ
る
、
魚
食
体
験
を
し
ま
し
た
。
魚
を
さ

ば
く
こ
と
が
初
め
て
の
参
加
者
も
い
ま
し
た

が「
自
分
で
作
っ
た
秋
刀
魚
の
蒲
焼
は
う
ま

い
」と
歓
声
が
上
が
る
ほ
ど
お
い
し
い
蒲
焼

き
が
で
き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
缶
詰
の
製
造
や
定
置
網

な
ど
で
漁
獲
さ
れ
た
魚
20
種
類
の
名
前
や

硬
骨
魚
と
軟
骨
魚
の
特
性
を
学
び
ま
し
た
。

実
際
に
解
剖
を
し
、
何
を
食
べ
て
い
た
の

か
、
胃
袋
や
腸
の
内
容
物
や
構
造
な
ど
を
観

察
し
ま
し
た
。

万歳三唱で大漁を祈願

恐る恐るサメを解剖しました

歴
史
的
不
漁
に
挑
む

安
房
唯
一
の
サ
ン
マ
船
が
出
港

　

８
月
29
日（
木
）、
市
に
新
し
く
着
任
す
る

Ａ
Ｌ
Ｔ（
学
国
語
指
導
助
手
）３
人
と
Ｃ
Ｉ
Ｒ

（
国
際
交
流
員
）１
人
の
着
任
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ロ
ベ
ル
ジ
・
ニ
コ
ラ
ス
・
ヒ
カ

ル
さ
ん（
ア
メ
リ
カ
・
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
出

身
）は
富
浦
中
に
、
ベ
ネ
リ
・
ダ
ナ
・
シ
ェ

リ
ル
さ
ん（
ア
メ
リ
カ
・
オ
レ
ゴ
ン
州
出
身
）

は
三
芳
中
に
、
エ
ラ
ラ
ミ
・
ヌ
ー
ア
・
サ

ミ
ー
ル
さ
ん（
ア
メ
リ
カ
・
フ
ロ
リ
ダ
州
出

身
）は
千
倉
中
に
そ
れ
ぞ
れ
勤
務
し
、
英
語

授
業
の
助
手
や
小
学
校
で
の
英
語
指
導
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｉ
Ｒ
の
デ
ボ
ア
・
シ
ド
ニ
ー
・

ジ
ュ
リ
ア
ン
ナ
さ
ん（
ア
メ
リ
カ
・
バ
ー
ジ
ニ

ア
州
出
身
）は
、
企
画
財
政
課
に
勤
務
を
し

ま
す
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
３
人
と
Ｃ
Ｉ
Ｒ
１
人

の
着
任
式
が
行
わ
れ
ま
し
た左からシドニーさん、ニコラスさん、

嶋田副市長、ダナさん、ヌーアさん
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移
住
交
流
支
援
を
担
う
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
１
名
委
嘱

石井市長から委嘱状が手渡されました

　

８
月
１
日（
木
）、
移
住
交
流
支
援
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
、
小
林
朋
子
さ
ん
に
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
都
市
部
と
の
移
住
交
流
の

さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
、「
南
房
総
市

移
住
交
流
推
進
協
議
会
」を
７
月
に
設
立

し
ま
し
た
。
小
林
さ
ん
に
は
、
こ
の
協
議

会
の
事
務
局
と
し
て
業
務
に
あ
た
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

小
林
さ
ん
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

こ
れ
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
経
験
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
地
域
の
み
な
さ
ん
・

南
房
総
市
に
関
心
あ
る
方
・
自
分
と
い

う
三
方
の
夢
や
希
望
を
か
な
え
、
誰
も

が
心
地
よ
く
過
ご
せ
る「
日
常
の
た
め
の

楽
園
・
リ
ゾ
ー
ト
づ
く
り
」に
貢
献
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

群
保
育
所
内
）を
拠
点
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
達
成
し
た
い
の
は
①
サ
イ
ク
リ
ス

ト
の
み
な
ら
ず
地
域
住
民
に
と
っ
て
居
心
地

の
良
い
サ
イ
ク
リ
ン
グ
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
②
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
通
じ
て
南
房
総
地
域

の
経
済
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。
特

に
②
に
お
い
て
は
、
飲
食
や
宿
泊
な
ど
で
直

接
的
に
貢
献
す
る
だ
け
で
な
く
、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
を
通
じ
て
人
々
に
南
房
総
を
知
っ
て
も

ら
い
、
そ
の
後
の
展
開
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
首
都
圏
の
学

校
の
先
生
方
が
当
協
会
の
サ
イ
ク
ル
ツ
ア
ー

に
参
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
そ
の
学

校
の
修
学
旅
行
を
毎
年
、
南
房
総
で
実
施
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

既
に
約
２
５
０
０
人
以
上
の
サ
イ
ク
リ
ス

ト
が
平
群
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
訪
れ
、
認
知
度

も
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ

か
ら
さ
ら
に
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
育
て

上
げ
る
に
は
、
地
域
住
民
の
方
々
の
理
解
と

応
援
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
我
々
に

手
を
貸
し
て
頂
き
、
一
緒
に〝
南
房
総
流
〞の

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
育
て
上
げ
ま
し
ょ

う
！

お
問
い
合
わ
せ
・
ご
質
問
な
ど
は

cycle-info@
m
inam
iboso-cycle-tourism

.jp

ま
で
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
12
月
に
着
任
し
た
瀬
戸
川
で

す
。
南
房
総
市
の
財
政
を
み
る
と
将
来
に
備

え
た
貯
え
は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
が
、
近
年

中
に
合
併
に
よ
る
交
付
税
の
優
遇
が
な
く
な

る
予
定
で
あ
り
、
地
域
が
自
ら
稼
ぐ
エ
ン
ジ

ン
を
強
化
す
る
こ
と
が
急
務
に
な
っ
て
い
ま

す
。
観
光
は
有
力
な
産
業
の
一
つ
で
す
が
、

ど
の
よ
う
な
観
光
を
育
て
る
か
は
こ
の
地
域

に
と
っ
て
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
り
ま
す
。
南

房
総
に
は
地
元
の
方
々
が
大
事
に
さ
れ
て
い

る
豊
か
な
自
然
や
風
景
、
そ
し
て
文
化
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
交
流
人
口
を
増
や

し
て
地
域
の
経
済
を
活
性
化
さ
せ
な
い
と
い

け
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
相
反
す
る
条
件
の
中
で
注
目
し
た
の
が

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
と
り
わ
け
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
で
す
。

　

サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は

南
房
総
の
良
さ
は
①
景
色
・
景
観
が
き
れ
い

②
走
り
や
す
い
道
路
事
情
③
温
暖
な
気
候
④

美
味
し
い
食
事
⑤
居
住
地
か
ら
の
近
さ
の
5

点
に
集
約
さ
れ
、
環
境
と
し
て
は
大
変
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
の
4
月
に
地
元
の

サ
イ
ク
リ
ン
グ
団
体
を
中
心
に｢

南
房
総（
あ

わ
の
国
）サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会｣

を
設

立
し
て
、
現
在
は
平
群
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス（
旧
平

瀬戸川賢二 さん
(平成28年12月着任)

景観のいい南房総のサイクルロード

 
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
聴
き
ま
し
た

〝
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
〞

　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
戸
川
賢
二
さ
ん
の
挑
戦

ど
の
よ
う
な
観
光
を
育
て
る
か
？

注
目
し
た
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

恵
ま
れ
た
環
境

地
域
住
民
の
理
解
と
応
援
が
必
要
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水
道
メ
ー
タ
ー
は
計
量
法
に
よ
り
、
８
年

ご
と
に
交
換
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

交
換
対
象
と
な
る
水
道
メ
ー
タ
ー
に
つ
い

て
、
指
定
工
事
業
者
が
敷
地
内
に
立
ち
入
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
交
換
費
用
は
無
料
で
す
。

■ 

市
営
水
道（
富
山
・
白
浜
・
千
倉
・
丸

山
・
和
田
地
区
）

期
間　

10
月
1
日（
火
）か
ら
10
月
31
日（
木
）

ま
で

　

水
道
局
総
務
係　

　
　

☎
44
―
４
６
１
１

■
三
芳
水
道
企
業
団（
富
浦
・
三
芳
地
区
）

期
間　

10
月
下
旬
か
ら
1
か
月
間

　

三
芳
水
道
企
業
団
業
務
係

　
　

☎
22
―
３
７
８
２

停
止
予
告
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
未
納
の

場
合
、
や
む
を
得
ず
給
水
を
停
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

水
道
料
金
は
、
２
か
月
お
き
に
請
求
し
て

い
ま
す
。
支
払
い
は
便
利
な
口
座
振
替
を
お

勧
め
し
ま
す
。

水
道
料
金
の
納
付
方
法

■ 

市
営
水
道（
富
山
・
白
浜
・
千
倉
・
丸

山
・
和
田
地
区
）

口
座
振
替　

　

検
針
月
の
翌
月
20
日（
金
融
機
関
が
休
業

日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）に
振
り
替
え
ま
す
。

窓
口
納
付

　

検
針
月
の
翌
月
に
納
入
通
知
書（
請
求
書
）

を
郵
送
し
ま
す
。

　

納
付
先
は
、
水
道
局（
朝
夷
行
政
セ
ン

タ
ー
内
）、
市
役
所
本
庁
・
各
地
域
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
金
融
機
関
窓
口
で
す
。

　

水
道
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
44
―
５
９
５
９

■
三
芳
水
道
企
業
団（
富
浦
・
三
芳
地
区
）

口
座
振
替　

　

検
針
月
の
翌
月
25
日（
金
融
機
関
が
休
業

日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）に
振
り
替
え
ま
す
。

窓
口
納
付

　

検
針
月
の
翌
月
に
納
入
通
知
書（
請
求
書
）

を
郵
送
し
ま
す
。

　

納
付
先
は
、
企
業
団
事
務
所
、
金
融
機
関

窓
口
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
す
。

　

お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

　
　

☎
25
―
７
３
１
１

水
道
メ
ー
タ
ー
の

　
　
　

交
換
を
行
な
い
ま
す

　

水
道
事
業
は
、
皆
さ
ん
の
水
道
料
金
で
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
道
料
金
が
納
期
限
内

に
支
払
わ
れ
な
い
場
合
は
、
督
促
状
や
給
水

水
道
料
金
の
納
付

　

10
月
1
日
か
ら
消
費
税
率
が
10
％
に
引
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
水
道
料
金
の
消

費
税
額
も
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

9
月
30
日
以
前
か
ら
継
続
し
て
使
用
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
場
合
、
消
費
税
率
10
％
の

適
用
時
期
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
市
営
水
道（
富
山
・
白
浜
・
千
倉
・
丸

山
・
和
田
地
区
）

　

令
和
元
年
度
５
期（
12
月
・
１
月
分
、
令

和
２
年
２
月
請
求
分
）か
ら
適
用
。

■
三
芳
水
道
企
業
団（
富
浦
・
三
芳
地
区
）

　

平

※
　

成
31
年
度
５
期（
11
月
・
12
月
分
、
令

和
２
年
１
月
請
求
分
）か
ら
適
用
。

　

な
お
、
10
月
1
日
以
降
に
新
規
で
加
入
さ

れ
た
場
合
は
、
そ
れ
以
降
の
請
求
分
か
ら
消

費
税
率
10
％
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※ 

令
和
元
年
度
で
は
な
く
平
成
31
年
度
の
表

記
と
な
り
ま
す
。

　

 

市
営
水
道（
富
山·

白
浜·

千
倉·

丸
山·

和

田
地
区
）

　
　

水
道
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
44
―
５
９
５
９

　

三
芳
水
道
企
業
団（
富
浦 ·

三
芳
地
区
）

　
　

お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
25
―
７
３
１
１　

　

水
道
使
用
量
が
急
に
増
え
る
原
因
の
一
つ

に
漏
水
が
あ
り
ま
す
。

　

漏
水
は
、
水
道
メ
ー
タ
ー
で
確
認
で
き
ま

す
の
で
定
期
的
に
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

　

水
道
使
用
量
が
多
い
事
業
所
な
ど
は
、
毎

日
、
決
ま
っ
た
時
間
に
メ
ー
タ
ー
で
水
道
使

用
量
を
確
認
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

漏
水
確
認
方
法

１ 

．
家
庭
内
の
蛇
口
を
全
部
締
め
た
状
態
に

す
る
。

２ 

．
水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク

（
写
真
参
照
）が
、
わ
ず
か
で
も
回
っ
て
い

れ
ば
、
漏
水
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
指

定
工
事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。

水
道
料
金
の
消
費
税
額
も

　
　
　
　

変
更
と
な
り
ま
す

水
道
メ
ー
タ
ー
で

漏
水
の
点
検
を

水
道
局
・
三
芳
水
道
か
ら
の
お
知
ら
せ
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　年金生活者支援給付金は、公的年金などの収入や所得額が一定基準額以下の年金受給者の生活を支援する
ために、年金に上乗せして支給されるものです。
　受け取りには請求書の提出が必要です。ご案内や事務手続きは、日本年金機構（年金事務所）が実施します。

老齢基礎年金を受給している人
　次の要件すべてを満たしている必要があります。
 　６５歳以上である
 　世帯員全員が市町村民税が非課税となっている
 　 年金収入額とその他所得額の合計が約８８万円以下
である

①平成31年４月１日以前から年金を受給している人
　対象となる人には、日本年金機構から請求手続きのご案内が９月上旬から順次届きます。
　同封のはがき（年金生活者支援給付金請求書）を記入し提出してください。
②平成31年４月２日以降に年金を受給しはじめた人　
　年金の請求手続きと併せて年金事務所または市区町村で請求手続きをしてください。

　農地中間管理事業とは、「農地中間管理機構（千葉県園芸協会）」を通じて、農地の貸借を行い、農用地な
どの効率的利用を促進し、農業の生産性の向上を図る事業です。
　機構が、貸出したい人（所有者）から農地を預かり、借受けたい人（担い手）へ貸出しを行います。※

　※機構は、農地の貸出し申込みを受付けますが、借り受けたい担い手が決まって初めて借受けをします。

　規模を拡大したい担い手に貸し付ける農地（農業振興地域内）を探しています。貸したい農地がある人は、
（一財）南房総農業支援センターまたは農地中間管理機構（千葉県園芸協会）にお問い合わせください。
　機構が農地の受け手を探します。また、賃料の徴収・支払いは原則機構が行います。希望する受け手が
いる場合もご相談ください。地域の農地の一定割合を、機構に貸す場合や個人が一定の要件を満たす場
合、協力金の交付が受けられる場合があります。（別途市町村に申請が必要）
　（一財）南房総農業支援センター　☎２８－４５９５

 　日本年金機構や厚生労働省が口座番号を聞いたり、手数料などの金銭を求めることはありません。

　給付金専用ダイヤル　☎０５７０－０５－４０９２（ナビダイヤル）

農地中間管理事業（千葉県園芸協会）を利用しましょう！

障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している人
　次の要件すべてを満たしている必要があります。
 　前年の所得額が約４６２万円以下である

10月1日から年金生活者支援給付金制度が始まります！

対象となる人

請求手続き

日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案内にご注意ください

年金給付金 検索

農地の出し手（所有者）を募集中！

農地中間
管理機構

（千葉県園芸協会）

借受け
貸付け

南房総農業支援
センターに申込み

機構の公募（借受希
望者の募集）に応募

機構へ貸付け

出し手
（所有者）

受け手
（担い手）

機構から借受け

経営規模拡大の実現
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消費生活相談窓口
　市消費生活相談　  ３３－４３００
　10：30～ 15：30
　＊ 来所による相談を週2回、受け付けています。
詳しくは、広報お知らせ版をご覧ください。

　 　 　商工課　  ３３－１０９２

　県消費者センター ０４７－４３４－０９９９
　 9：00～ 16：30
　＊ 日曜・祝祭日を除く。

　

身
に
覚
え
の
な
い
料
金
を
請
求
さ
れ
る

な
ど
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場

合
に
は
、
あ
わ
て
て
自
分
一
人
で
解
決
し

よ
う
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
家
族
や
信

頼
で
き
る
友
人
あ
る
い
は
公
的
相
談
機
関

に
相
談
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
と
き
、
相
談
機
関
の
選
び
方
を

誤
っ
て
し
ま
う
と
た
い
へ
ん
で
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
で
表
示
さ
れ
た「
○
○

相
談
セ
ン
タ
ー
」「
×
×
事
務
所
」な
ど
に
電

話
を
し
た
と
こ
ろ
、
結
局
は
高
額
な「
相

談
料
」を
請
求
さ
れ
る
だ
け
で
被
害
が
拡

大
し
て
し
ま
う
と
い
う
ケ
ー
ス
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
最
近
は「
架
空
請
求
」を
行
う
業

者
が
、
み
ず
か
ら〝
ニ
セ
〞の「
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
」に
誘
導
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
と

て
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
を
し
た
い
、

で
も
ど
こ
に
電
話
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
わ

か
ら
な
い
、
こ
ん
な
と
き
は「
１
８
８（
い

や
や
！
）」と
い
う
番
号
を
思
い
出
し
て
み

消
費
生
活
相
談
は
電
話「
１
８
８
番
」

て
く
だ
さ
い
。

　
「
１
８
８
番
」は
、
最
寄
り
の
公
的
な
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
ご
案
内
す
る
、

全
国
共
通
の
３
桁
の
電
話
番
号
で
す
。

お
電
話

く
だ
さ
い
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　みなさん、初めまして！アメリカから来たシドニー・デボアと申します。シドニーと呼ん
でください。よく日本人に聞かれるのですが、シドニーというのにオーストラリア人ではな
いんですよ！アビーさんに引き続き、広報のコラムを書いていきたいと思います。その前に、
ちょっとした自己紹介をさせていただきます。アメリカのバージニア州出身で、州都のリッチ
モンド市で生まれ育ちました。大学の時、慶應義塾大学に１年間留学しました。趣味は洋楽、
ベースギター、旅行、あとはライブに行くことです。南房総にいる間、サーフィンを習いたい
です！運動音痴でハードルが高そうですが。
　このコラムでは、日本とアメリカの文化の違い、個人的な感想、あとはそれぞれの面白い
ところについて書きたいと思います。少しだけでも、みなさんに「あっ、知らなかった」と思っ
てもらえたら嬉しいです！これからよろしくお願いいたします。

　Hello everyone, nice to meet you! My name is Sydney DeBoer, here from America. Please call me 
Sydney. I'm often asked this by Japanese people, but even though my name is Sydney, I'm not Australian! 
I'd like to continue the column “Tsumaranai mono desu ga…” that Abbey was writing. But before that, 
I'd like to briefly introduce myself. I'm from the state of Virginia in the USA. I was born and raised in the 
capital city, Richmond. When I was a college student, I studied abroad for a year at Keio University. My 
hobbies are music, playing bass guitar, traveling, and going to concerts. While I'm in Minamiboso, I'd like to 
learn how to surf! I'm not athletic, though, so I think the hurdles will be a bit high.
　In this column, I'd like to write about the cultural differences between Japan and America, my personal 
observations, and points I find interesting. Even if just a little, if I can make you think “Wow, I didn't know 
that,” then I'll be very happy! Please treat me kindly.

南房総市国際交流員
文・訳　シドニー・デボア

初めまして！

Nice to meet you! 

１アメリカからきた シドニーです…

　

千
倉
町
の
高た

か
べ
 
家
神
社
は
、
料
理
の
社
と
し
て
有
名
で
す
が
、
祭さ

い
じ
ん
 
神
の

磐い
わ
か
む
つ
か
り
の
み
こ
と
 

鹿
六
雁
命
は
、
醤
油
の
神
で
も
あ
り
ま
す
。

　
「
日に

ほ
ん
し
ょ
き
 

本
書
紀
」に
よ
り
ま
す
と
、
第
十
二
代
景け

い
こ
う
 
行
天
皇
が
東
国
巡
視
の

た
め
、
安
房
の
浮
島（
現
在
の
鋸
南
町
）に
行

ぎ
ょ
う
こ
う
 
幸
な
さ
い
ま
し
た
が
、
こ

の
と
き
、
ミ
サ
ゴ
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
た
た
め
、
磐
鹿
六
雁
命
に
ど
ん

な
鳥
か
見
て
く
る
よ
う
命
じ
た
の
で
す
。

　

磐
鹿
六
雁
命
が
海
に
出
て
見
ま
し
た
が
、
鳥
の
姿
が
な
か
っ
た
の

で
、
蛤

は
ま
ぐ
り
 を
拾
っ
て
帰
り
、
鱠

な
ま
す
 に
し
て
差
し
上
げ
ま
す
と
、
天
皇
は
大
変

に
喜
ば
れ
て
、
磐
鹿
六
雁
命
を
大だ

い
ぜ
ん
し
き
 

膳
職
の
大た

い
ふ
 
夫
に
任
じ
た
の
で
す
。（
※

大
膳
職
と
は
、
律

り
つ
り
ょ
う
せ
い
 

令
制
で
宮く

な
い
し
ょ
う
 

内
省
に
属
し
、
宮

き
ゅ
う
ち
ゅ
う
 

中
の
会
食
の
料
理
な
ど

を
司
る
役
所
。
大
夫
は
長
官
の
こ
と
で
す
。）

　

大
膳
職
に
は
、
醤

し
ょ
う
い
ん
 
院
と
い
う
別
院
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
醤
油
の
原
型

の
よ
う
な
調
味
料
を
造
っ
て
い
ま
し
た
。

　

い
つ
の
頃
か
、
大
膳
職
に
三

さ
ん
は
し
ら
 
柱
の
神

が
祀
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
ひ
と
つ
が

磐
鹿
六
雁
命
の
尊そ

ん
し
ょ
う
 
称
で
あ
る
高
家
神

（
醤
院
の
座
神
）だ
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
謂
れ
か
ら
、
千
倉
の
高

家
神
社
は
醤
油
守
護
の
社
で
あ
る
と
も

い
え
ま
す
。

「醤油守護の社」
第 160 話
生
いくいな

稲謹
きん

爾
じ

新連載
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今月の掲示板

　市の建設工事、測量・コンサルタント、物品の購
入、業務委託の入札に参加するには、「南房総市入札
参加業者資格者名簿」に登録されていることが必要
です。
　市の入札に参加を希望する人および、すでに入札
参加資格が有る人で、引き続き入札参加を希望する
人は、令和２・３年度入札参加資格審査申請の手続
きをしてください。
受付期間
　９月17日（火）から11月15日（金）まで（17:00必着）
申請方法
　「ちば電子調達システム」から電子申請を行い、添
付書類を添えて申請書を千葉県電子自治体共同運営
協議会の共同受付窓口へ送付します。
　申請方法などについて詳しくは、「ちば電子調達シ
ステム」ホームページ内に掲載されている「令和２・３
年度入札参加資格審査申請マニュアル」をご覧くだ
さい。
書類提出先　
　〒２６０－０８５５　
　千葉市中央区市場町１番１号　
　千葉県庁南庁舎２階 
　千葉県電子自治体共同運営協議会
名簿有効期間
　令和２年４月１日から令和４年３月31日まで　
　管財契約課　☎３３－１０２２

有料広告

　市では、消費税率引き上げによる影響を緩和し、
地域における消費を喚起・下支えするため、所得の
少ない人・子育て世帯に対して「プレミアム付商品
券」を販売します。
販売対象者
① 住民税が課税されていない人（課税基準日平成31
年１月１日）

※ 住民税課税者と生計同一の配偶者・扶養親族、生
活保護受給者などを除く
※ 引換券の発行には申請が必要となります（12月13日
締切）。
② 平成28年４月２日から令和元年９月30日までに生
まれた子が属する世帯の世帯主
商品券金額　
　１冊4,000円（500円券10枚つづりで5,000円分）
購入限度額　
　①の人は券面額25,000円（販売額20,000円）
　② の人は券面額25,000円（販売額20,000円）×３
歳未満の子の数

販売期間／９月18日（水）から１月31日（金）まで
利用期間／10月１日（火）から１月31日（金）まで
商品券の販売場所／朝夷商工会・内房商工会
商品券取扱店／商品券販売時に商工会がお渡しする
チラシまたは市ホームページなどをご覧ください。
　内房商工会　☎３３－２２５７
　　朝夷商工会　☎４４－１３３１
　　商工課　　　☎３３－１０９２

「ちば電子調達システム」から電子申請
令和２・３年度入札参加資格審査申請

入
札

住民税非課税者・子育て世帯主向け
プレミアム付商品券の販売が始まります

商
工

　南房総市赤十字奉仕団では、日赤千葉県支部から
講師を招き、「三角巾を使っての手当とロープワーク」
と題して、いざというときに役に立つ実技研修を行い
ます。
　研修会は、奉仕団の知識と技術の向上や、地域住
民への赤十字活動の啓発活動を目的に行います。皆
さんのご来場をお待ちしております。
と　き／10月３日（木） 13：30～16：00
ところ／三芳農村環境改善センター１階　展示室
内　容／・三角巾を使っての手当
　　　　・ロープワーク（緊急時の結び方）
入場料／無料　　申込期限／10月１日（火）
　社会福祉課　☎３６－１１５３

南房総市赤十字奉仕団
三角巾を使っての手当研修会を開催

福
祉
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図書館、各地区図書室を一時休館します広報８月号のお詫びと訂正

　蔵書点検のため、10月３日（木）から８日（火）ま
での５日間を休館とします。ご迷惑をおかけしま
すが、ご理解のほどよろしくお願いいたします。

　８月８日（木）発行の「広報みなみぼうそう８月号」
７ページの左上写真の氏名に誤りがありました。
　誤　清水未生子さん　　正　清水実生子さん
　お詫びして訂正します。

　この宝くじの収益金は、市町村の明るく住みよい
まちづくりや、地域住民の福祉向上のために使われ
ます。ぜひ千葉県内の宝くじ売り場でご購入くださ
い。また、「ハロウィンジャンボミニ」も同時発売され
ます。
賞金
・ １等前後賞合わせて５億円（発売総額２４０億円、
８ユニットの場合）
・ 「ハロウィンジャンボミニ」は、１等前後賞合わせて
３０００万円（発売総額１２０億円、４ユニットの
場合）
発売期間／９月24日（火）～10月18日（金）
発売単価／１枚３００円
抽せん日／10月30日（水）
　みずほ銀行宝くじ部照会センター

　　☎０３－３５３５－９０３３

　丸山学校給食センターが主催する一般向けの「給
食レストラン、」を開催します。地元の食材を生かし
た南房総市の学校給食を、是非ご試食ください。
　料金は一食３００円。申込方法は、直接窓口にお越
しいただくか、ハガキまたはファクスとなります。代
表者名、参加人数、住所、電話番号をご記入のうえ、
「嶺南中学校会場申込み」と明記し、申込みください。
と　き／11月17日（日）
　　　　11：00～13：00
ところ／嶺南中学校会場　
定　員／70人　　
主菜の食材／鶏肉
申込期間／10月１日（火）～10月25日（金）
　子ども教育課　

　　〒２９９－２５９２　南房総市岩糸２４８９
　　☎４６－２９６６　
　　 　４６－４０５９

　この時期は、日没時間が急速に早まり、夕暮れ時
や夜間の交通事故の増加が心配されます。車や自転
車を利用する皆さん、早めのライト点灯をお願いしま
す。
　また、歩行者や自転車を利用する人は、夕暮れ時
や夜間に外出する際は、白や黄色などの明るく目立つ
色の服装や反射材を身に付けるなど、交通事故防止
に努めましょう。

　市では、マイナンバーカードの出
張申請を行い、その重要性などの啓
発を行っています。
　８月15日（木）には、三芳郵便局で
年金支給日に合わせ、マイナンバー
カードの出張申請を実施しました。
　皆さんもぜひご利用ください。
　市民課　☎３３－１０５１

　心臓ペースメーカーの患者団体である、日本心臓
ペースメーカー友の会主催の勉強会が開催されます。
と　き／10月20日（日） 11：00～13：00
　　　　（受付9：30～）
ところ／船橋市西部公民館
　　　　（船橋市本中山１－６－６）
内　容／講演「心臓ペースメーカーに関わる話題」
　　　　質疑応答（Ｑ＆Ａ）
対　象／心臓ペースメーカー装着者（予定者）と家族
参加費／１０００円（付添者不要）
申込期限／10月10日（木）　
　　　　　※受付時間９：00～12：00

　 　日本心臓ペースメーカー友の会千葉県支部
　　　　☎　 　０４３－２６３－７７４４

県内の宝くじ売り場でご購入ください
ハロウィンジャンボ宝くじが発売

宝
く
じ

「身につける 夜道のお守り 反射材」
交通事故防止に努めましょう

安
全

マイナンバーカード出張申請
皆さんの「いつもの場所」へ伺います

市
民

日本心臓ペースメーカー友の会主催
心臓ペースメーカー勉強会

健
康

誰でも学校給食が味わえる！
「給食レストラン、」を開催します
食
育
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～経営・財務・人材育成・販路開拓～

　「インプラントのホント」をテーマに、松田博之医師
（亀田総合病院歯科口

こうくう

腔外科）の講演会を開催します。
と　き／10月12日（土）13：00～15：30
　　　　（開場12：30）
ところ／亀田総合病院Ｋタワー13階　
　　　　ホライゾンホール
定　員／80人　　参加費／無料
申込締切／10月５日（土）までにファクスまたは電話で
申込みください。

　 　亀田総合病院カスタマーリレーション室
　　　　☎０４－７０９９－１２３０
　　　 ０４－７０９９－１２３１

　「ピア・サポーターズサロンちば」は、がん経験者で
あるピア・サポーターが「仲間」としてがん患者さまや
ご家族の悩みを聞いたり、体
験をお話する場です。少人
数制でお話しやすい雰囲気
です。申込みは不要なので、
お気軽にご来場ください。
と　き／９月27日（金） 10：00～15：00
ところ／亀田総合病院Kタワー13階 
　　　　ホライゾンホール
　亀田総合病院総合相談室

　　☎０４－７０９２－２２１１（代）

市民フォーラム
亀田総合病院市民向け講演会

健
康

がん患者さまとそのご家族のための
「ピア・サポーターズサロンちば」
健
康

　ファミリーサポート事業とは、南房総市で子育
てをしているお父さん、お母さんを地域で支える
会員事業です。子育てのお手伝いをしてほしい人
（依頼会員）と子育てのお手伝いをしたい人（提供
会員）が会員になりお互いに助け合う有償サービス
です。
活動の内容
・ 保育所の保育開始時間まで、および保育終了後
のお子さんの預かり。
・ 預かり保育終了後、学童保育終了後のお子さん
の預かり。
・保育所までのお子さんの送迎。
・冠婚葬祭や学校行事の際の預かり。
・その他会員が必要としたとき。
活動方法
① 援助を依頼したいとき、ファミリーサポートセン
ターに依頼します。
② ファミリーサポートセンターから提供会員に依頼
の打診を行います。
③援助活動が開始されます。
④原則として提供会員の自宅で行います。
⑤ 依頼会員から提供会員へ報酬などを直接支払い
ます。
※ ファミリーサポートセンター補償保険に加入して
います。

利用時間／６：00～ 22：00（宿泊は行いません）
利用料金
・ 月曜日から金曜日の7：00～19：00
　７００円／時間
・土、日、祝日、年末年始、その他の時間　
　９００円／時間
※交通費などの実費を支払います。
※２人以上預ける場合はひとりが半額になります。
会員になるには
依頼会員（育児の援助を受けたい人）
　市内在中で生後３か月以上小学校６年生までの
お子さんがいる人
提供会員（育児の援助を行いたい人）
　市内在中で健康な人、育児の援助活動に理解と
熱意がある人なら、資格は問いません。両方会員
に登録することもできます。　
※ 活動に必要な知識や技術を身につけていただく
ために、基礎研修会に出席していただきます。
申込方法
・ 登録申込書に必要事項を記入し、子育て支援セ
ンターに申込みください
（申込書は子育て支援セ
ンターにあります。）

　 　子育て支援センター
　　　　☎４０－５１１１

ファミリーサポート会員

依頼会員（預けたい人）・提供会員（預かりたい人）を募集します
子
育
て

い
セ

ーー
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無料相談会の

～お気軽にご利用ください～

　遺言･相続のこと、土地や家のこと、会社のこと、
成年後見のこと、裁判のこと、借金のこと、話し合
いでトラブルを解決したい、交通事故にあったなど
の無料法律相談。
と　き／10月５日（土）　10：00～ 15：00
ところ／三芳農村環境改善センター

　 　ちば司法書士総合相談センター
　　 　☎０４３－２０４－８３３３

安房巡回法律相談（要予約）

　千葉県眼科医会会員が、目の健康についての相談
にお答えします。事前申込みは不要です。
と　き／10月14日（月）　９：00～ 16：00
相談電話／０４３－２４２－４２７１
　　　　　※相談専用電話・当日のみ
　千葉県眼科医会事務局

　　☎０４３６－２６－５５６７

第37回「目の愛護デー」無料電話相談

　夫婦関係・相続など家庭内や親族間のもめごと、
土地建物・借入債務・交通事故など民事のもめごと
について、裁判所の調停委員が、無料で解決する手
続きの相談に応じます。弁護士の委員も参加。相談
は無料、予約不要、秘密は厳守します。
と　き／10月５日（土）　10：00～ 15：00
ところ／館山市コミュニティセンター　２階

　 　館山調停協会　半澤美緒子
　 　　☎２３－３１５８

無料調停相談会

　返しきれない借金で悩んでいませんか？千葉財務
事務所では無料の債務相談窓口を開設しています。
相談内容により解決のための助言を行い、必要に応
じ法律専門家を紹介します。
受付時間／月～金（祝日を除く） 8：30～ 16：30
　財務省　千葉財務事務所　債務相談窓口

　　☎０４３－２５１－７８３０

多重債務者相談窓口

　公正証書（遺言、任意後見、尊厳死宣言、離婚に
ともなう給付請求、その他の契約）の作成および会
社の定款・私文書の認証に関する相談。
と　き／10月１日（火）　10：00～ 16：00
ところ／千葉地方法務局館山支局　２階相談室
相談員／公証人　伊藤明浩
予約期間／９月19日（木）、20日（金）、24日（火）～
27日（金）の平日9：00～ 17：00

　 　館山公証役場　☎２２－５５２８

無料公証相談所の開設（要予約）

　事件・事故などの緊急通報は１１０番へ、相談に
ついては、相談専門電話または館山警察署へお電話
ください。
警察の相談窓口
〇千葉県警察本部相談サポートコーナー
　受付時間／月～金（祝日を除く） 8：30～ 17：15
　☎０４３－２２７－９１１０
　　（短縮ダイヤル＃９１１０）
〇性犯罪被害相談電話～性犯罪１１０番～
　受付時間／24時間受付
　☎０１２０－０１－８１０３
　　（短縮ダイヤル＃８１０３）
　館山警察署　☎２３－０１１０

警察の相談ダイヤル

　法務局職員、司法書士、土地家屋調査士、公証
人、人権擁護委員が相談に応じます。相談は事前予
約優先で、秘密は厳守します。また、「未来につなぐ
相続登記」をテーマに公開講座を行います。
と　き／10月６日（日）　10：00～ 16：00　
ところ／千葉地方法務局本局
相談内容／相続登記、抵当権抹消登記、土地の境界
問題、会社の設立登記、役員変更登記、地代や家賃
の供託、戸籍の届出、日本国籍の取得、帰化手続、
いじめなどの人権問題、遺言書の書き方など
公開講座
　①10：00～ 12：00 「遺言のすすめ」
　②13：00～ 14：30 「相続登記はお済みですか？」 
　※定員40人になり次第受付を終了します。

　 　千葉地方法務局総務課
　 　　☎０４３－３０２－１３１１
　 　　　 ０４３－２３８－１３７８

全国一斉！法務局休日相談所（要予約）
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  南房総市文化財イベントを開催しました。

～南房総市内の文化財を紹介します～　 　教育委員会生涯学習課 ☎46－2963
○37

シリーズ

　８月16日 ( 金 )から18日 (日 )まで、南房総市文化財イベント「南房
総歴史フェス2019」を開催しました。日頃公開していない資料を展示し
た歴史展示室を中心に、さまざまな歴史や文化に関する企画を行いました。

　展示室では、市内各地の遺跡から出土した遺物や民俗資料を展示
しました。展示だけではなく、実際に土器に触れるブースを設けました。
　また展示資料に対して、より理解が深まるように１日２回学芸員に
よる展示解説を行いました。

　ほかにもさまざまな企画を行いました。今後も継続してさまざまなイベントを開催しますので、機会がありましたら
ぜひご参加ください。文化財に関することは生涯学習課にご連絡下さい。

　鋸南町・鴨川市・館山市・南房総市それぞ
れの文化財担当の職員が、自分の専門分野か
ら安房の歴史や文化を紹介しました。

　組紐は、日本の伝統的な技でつくられた紐
の名前です。室町時代の茶道具の飾り紐や刀
剣の飾り紐として使われました。
　今回は紐を指だけで編みこんでいく「クテ打
ち技法」の体験を行いました。

歴史展示室

安房地域学芸員リレー講座 組
くみひも

紐体験


